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紫似 (Lithosp巴rmumroot)はムラサキ科の紫I{I
(Lllhospermum officinale L. var. erylhrohizon 
\~a)(im ， Lithospermum erythrohizon Sieb. ct 
Zucc. )の似の外皮で， 1本，中i司などでは山野に臼供
する多年生組物(高さ70cmくらいで全古川1毛のある術
般車)の資重な紫色の天然染料として凸 くーから使用され
てきた。
紫恨は野性のものを山根，栽培のものを竪根とよんで
いるが，現在では山線はきわめて少なく，大部分中国産
の里似が使用されている l叶 J。
紫4艮色素はナフトキノン誘導体 (naphtoquinonc-
derivatives)のゾコニン (shikonin)を主成分とする
煤染染料で 1 金属塩の媒染剤によって種々の色に変化す
る多色性色素に分類される。ナフトキノン誘導体色素は
紫桜のほかアルカンナ Calkannin)，指甲花(lawsone)
?セイヨウクルミ (juglone)などに限られている 312JO
紫恨'i色の巾で最も波長の短かい色で，赤味の多い草
すゐれ
やかな紫と古味の多い治着いた草色とに区別されている
が1 一般に然色はお貨を象徴する色として良一族やI~J僧な
との最高位の版色に用いられ，特に1::17ドでは紫色が愛好
され，後腕にして示品があり，神秘的な色とされてきた。
占くからギリシヤの情主の服やイギリス~%:の式服
(キングスパイオレットあるいはローヤルバイオレット
とよ'iれる)に用いられたチル紫(チル民の色ぷ)，i工p
紫.京紫南部紫および鹿角紫(紫線色素)はいずれも亦
味の少ない，活者いた深味のある草色に近い紫色である
が最近ではるか味の多い華やかな紫色が好まれている 1リ'。
わみ a う る~ ， '.l 
紫恨染めは6世紀の中頃rt同から伝えられ倭名類衆
抄 (7位、干4年.934'f)にすでに記載されているが，いつ
頃からはじめられたかの正艇な記録はないいJ)。
南部紫恨染めは江戸時代から岩巣地方(岩手県)で南
部紬に行われていたが，花輪地方(秋出県)の鹿角紫綬
染めと同僚にすでに鎌倉時代からひきつがれていたとも
伝えられている。
紫恨染めは現イ王子紬の絹糸を紫娘で染めて手機で織上
げた先染めの南部制hC南部紫綬染紬)と，羽一重または
紬織物などの白生J:t!!に絞り加てをして紫似で染めた後染
めの南部紫似染絞り(写点 1)に継承されている 1.2J。
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写真1 南部紫綬染絞り
このほか伝統技法による紫恨(山娘)染めを継承して
いる鹿角紫根染絞り(写真2a)や米沢市(山形県)の
奥羽紫fl~染絞り(写点 2 b) ，奥羽紫根紛lや飯山地方
(長野県)の信州飯山納などが生産されている。
南部納は真綿から手引きした紬糸(生糸を芯にして真
綿をからませた糸)または品質のよい玉繭からの紬糸な
どの!点料糸が生あるいは練り状態で使用されている。 j点
、?
?
??
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a)鹿角紫綬染絞り b)奥羽紫根染絞り
写真2 紫根染絞り
I<LCり
染色後の布は絞り解し工程と仕上げて粍を経て製品化さ
れているト (図 .2)。
このようにI判部納ならびに南部紫似染絞りは錦織本の
灰汁媒染によって美しく発色し，強聞に繊維に憧i若する
紫綬色系特釘の染色が大きな特徴となるが，このほか南
部紛lでは調和のとれた美しい色彩の縞柄と野健に富んだ
重厚な風合いが，また南部紫綬染絞りでは数多くの技法
を駆使した絞り力nてなども特徴としてあげられる。
そこで本研究では絹染色物の堅ろう性の改善と紺製品
の消費性能を高めることを最終目的としているが，まず
化学染料には類をみない気品のある落着きと深みのある
紫恨色系特1iの美しい色調に注目し，紫似色素による綜j
繊維の染色性やアルミニウムをはじめ各部の金属媒染な
どについても合わせ検討した。
材 料
料糸はまず錦織木の灰汁に浸せきし，天日で干す燥作を 繊維材料としては通常のセッケン ・ソーダ法6 で精練
数多く繰り返したのち，豆汁ーに浸せきするいわゆる下潰 した納周練絹糸(4本合糸 100回/m.70回繊度糸)を
け媒染工程をさらに4回反復し一定期間室内に吊して 使用した。
糸を枯らす煉蒸とよばれる工複を経て紫綬染液で染色す 染料としては中同夜紫綬(写真 ・3)を使用した。紫
る。紫根染液はまず紫根を水浸せきして石臼に入れて小;
十午て‘っき細かく粉砕したのち，麻袋に入れ沼湯または熱
湯で色素を採み出す拍出法で調鐙される。 1-3l
紫綬染液による糸染め (先染め)て程は錦織木の灰汁
で下潰媒染した糸を紫綬染液に浸せき(初回は熱液を用
い， 40cC位になるまで放置するが，次回からは60cCで30
分|前処理する)したのち，室内で乾燥する操作がさらに
5回緯度反復される。 1.:z)南部紬は上記染色糸を用い，
手機(高機)で縞柄，緋などに織り上げられる(図 ・1)。
南部紫根染絞りは羽二重または白山紬などの白生地が
原料として用いられ，現代的な感覚を打ち出した絞り加
工をとりいれた製品として現在では盛岡市(岩手県)中
心に生産されている。布染め(後染め)工程はまず布の
糊銭き，精練，潔白などの準備工程からはじまり.糸染
めの湯合と同様に錦織木の灰汁に浸せきし乾燥する下(J'l
けの媒染操作が15-20回反復されたのち，育花液で絞り
柄が形付けされ，鹿子絞り，縫絞り，巻上絞り，よ浦絞
りなど数多くの校法を駆使した絞加工が行われる。絞り
指りされた布は下漬け媒染後，煉'!R，工程を経て紫綬染液
で染色される。 紫fl~染液の調製は糸染めの場合と|古l微で
あるが，中固定紫娘を用いる場合には温湯または熱湯で
色素が他出しにくいため.エチルアルコ ール，エチルセ
ルソルプなど水となじみやすい溶剤による色素他出法を
とりいれている。紫恨染液による布染めは染j夜への浸せ
きと室内乾燥(内干し)の傑作が10-15回反復される。
( 2) 
写真3 中国産紫綬
恨はi毛さ10-15cm，直径0.5-卜5cmの分岐綴で，日音紫
紅色を呈する外皮にはナフトキノン誘導体のシコニンが
主としてアセチル化合物としてふくまれているが，抽出
色素の内脊はきわめて俊維でイソプチルシコニン， β.
s'ー ジメチルアクリルシコニン， βーヒドロオキシイ
ソパレリルシコニンなどが検出されている。・3
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下漬け媒染工程 木染め[粍
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図-2 I布部紫般染絞の生産工，程
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紫綬色素の化学情~
R : H (シニコン)
R:CO・CH， (アセチルゾコニン)
R:CO・CH(CH，)， (イソブチルシコニン)
R:CO・CH=C(CHJ )， (β， β' ジメチ
ルアクリルシコニン)
R:CO・CH'C (CHJ )， Cβーヒドロオキシ
HO イソパレリルシコニン)
色ぷの他山総剤としてはメチルアルコール，エチルア
ルコール nー プロピルアルコール、メ チルセロ ソルブ
(エチレングリコールモノメチルエーテル).エチルセ
ロソルプ (エチレングリコールモノエチルエーテル)お
よびクロロホルムなどの6隔の化学式薬を使用した。
媒染剤としては硫般アルミニウムカリウム(カリウム
明ばん).境化アルミニウム，酢椴ニッケル，スズ般ナ
トリウム.極化カルシウム，酢厳ストロンチウムおよび
酢殴コバルトなどの7種の令民指(化学試薬)を使用し
fニ。
実験方法
1.紫根色素の抽出法
紫綬色ぷは細かく粉砕した紫桜から各種溶剤lにより下
記の条件で袖山(持E立法)した。他出液中の浮遊物はガ
ラスフィルターで除去した。
紫 娘 :5 -lOg/lOO 熔剤
抽出温度:常温 C20:!:20C) 
抽出時間・ 1-48時間
I.紫根色素の精製法
クロロホルムを用い，細かく粉砕した紫恨から色d憶を
他出 (25t.24時間)したのち.ガラスフィルタ ーで浮
遊物などを除去する。つぎに分液ロートを用い， 50%ク
ロロホルム水路液を加えてm伴し.クロロホルムを蒸允
させベンゼンに溶解する。これにヘキサンを加えて一昼
夜放置したのち.沈でんした色濃を分離精製した。
m.染色ならびに媒染法
染色ならびに媒染はTaiyoIncubator M -1砲(振
とう回数 100:!2回/分)を用い，下記に示す条件で・行っ
( 4 )
た。
<染色条件>
色素:0.6-15% (0. w. f.) 
酢駿 0-5% (0. w. f. ) 
浴 比ー 1: 5 0 (対繊維)
染色温度・ 20-60t
染色時間:5 - 120分間
<煤染条件>
嫁染 ~J :5-30g/ R.
浴 比: 1 : 50(対繊維)
媒染温度・ 30:!:20C 
媒染時間・ 30-180分間
IV.紫根色素の染着量の測定
f.d泳三波長ダブルビーム白記分光光度計UV-3000型
を用い.色素抽出液の紫外部ならびに口I視郎吸収スペク
トルの紙大吸収波長と各色素濃度における検量線を作成
し，残液比色法により染色lì~ CD ，)および染色後(0，)
の吸光度を測定し，次式により繊維 Igあたりの色素の
染者fil(mg)を求めた。
染着fl(mg/g繊維)=C CD，-D，) /DW 
C:染浴中の色素庇 (mg)
W:試料の重虫 (g)
V. アルミニウムの定量
マッフル炉を用い.染色 ・媒染した絹糸を卜分にJj(化
(6000C. 4時間)し. 6 NHCl液で溶解したのち.rI If. 
偏光ゼー7 ン版下吸光分光光度計Z-8000型を用い，ア
セチレン-~酸化管ぷのフレーム で， 309，3nmにおける
検体液の原子吸光度を測定し.あらかじめカリウム8)1ば
ん溶液で作成した検量級から繊維 Igあたりのアルミニ
ウム付着位 (ppm)を求めた。
実験結果およびその考察
I. ~根色素の性状について
まず中国産紫根の熱水抽出液を用い.島津二波長ダブ
ルビーム臼記分光光度計UV-3000砲で名濃度における
紫外部ならびに可視3，)吸収スベク トルの特性波長曲線を
求めると.図 ，3. 4に示すように，色ぷの熱水他出液
では吸光度は低波長域で地加するが，明確な極大吸収波
長は紫外部ならびに可視部ともに示さないことが認めら
れる。また紫恨色~の非!\水抽出では色系他出:Iîiが著し く
少なくなる傾向がある。
つぎにメチルアルコール.エチルアルコール nープ
ロピルアルコール メチルセロソルプエチルセロソル
プおよびクロロホルムなどの6種の終期|で.巾悶産紫似
から抽出した色系検体液の各濃度における銭外部ならび
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図-3 布釈倍率の異なる紫根水溶液の紫外部吸収
スペクトノレの特性波長曲線
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図-5 希釈倍率の異なる紫綬クロロホJレム他出液
の紫外部吸収スペクトルの特性波長曲線
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図-4 希釈倍率の異伝る紫恨水溶液の可視部吸収
スペクトノレの特性波長曲線
に吋視部吸収スベクトルの特性波長曲線と，極大吸収波
長における色素濃度と吸光度との関係についてみると，
~l ・ 5-14に示すように，いずれの色素検体液でも271
nm， 493nm， 523nm， 565nmにそれぞれ極大吸収波長
を示しー色;;濃度と吸光度との間には直線的な比例関係
を示すことが認められる。なおクロロホルムによる色素
抽出液の可視部吸収スペクトルの特性波長曲線(凶 ・6)
では他の液剤と異なり， 427nmにも極大吸収波長を示し，
色系濃度と吸光度との間にも直線的な比例関係を示すこ
とが認められる。
また各種法剤lによる紫恨からの色素抽出良についてみ
ると，表 ・lに示すように，クロロホルム>メチルセロ
ソルブ〉エチルセロソルフー>エチルアルコール>メチル
アルコール>n-プロピルアルコールのl順に色素抽出量
が低下する傾向が認められる。
図 6 希釈倍率の異なる紫綬クロロホノレム拍出液
の可視部吸収スペクトノレの特性波長曲線
本研究では絹繊維に対する染色性ならびに堅ろう性な
どをA考慮し，以下の実験では紫綬色素の抽出にはエチノレ
アルコールを使用した。
つぎにエチルアルコールによる紫恨からの色素抽出量
と抽出時間との関係についてみると，図 ・15に示すよう
に，色素の抽出fさは比較的短時間 (1-3時間)で急激
に増大し， 12時間以上では地加の割合が著しく少なくな
る。
したがって以下の実験では色素の他出時間を24時間と
一定にした。
日 媒染剤による紫根色素の性状の変化について
紫般染めの媒染剤としては古くからハイノキ科の潅木
で，てkifの変橋の錦織木のほ;jZ7椿，官などの灰汁が
用いられてきた。
!天汁はアルカリ分として炭般カリウム，酸化石灰など
( 5 ) 
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図-7 希釈倍率の異なる紫綬クロロホノレムrls出液の濃度と吸光度との関係
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図-8 各密溶剤による紫根抽出液の紫外部吸収ス
ベクトノレの特性波長曲線
が含まれるが，錦織木.給。倦，絡などの灰汁には特に
硫酸アルミニウムが多く~有されている。
そこで本研究ではこれらの灰汁のモデルとしてカリウ
ム明ばん (K，Al，(SO，)，・24H， 0 =948. 8)を使
用 した。
まず日立偏光ゼーマン照子吸光分光光度計Z-sOOO型
( 6 )
600 640 
長 (11m)
図-9 各庵溶剤による紫綬抽出液の可視部級収ス
ペクトノレの特性波長曲線
を用い.アセチレン ・事.酸化管業のフレームで309.3nm
における各濃度のカ リウム明ばん水溶液の原子吸光度を
測定し.アルミニウムの検Jil線を作成すると.[文[. 16に
示すように，アルミ ニウムの濃度と!原子吸光度との問に
は直線的な比例関係を示すことが認められる。
っき'にカリウム明ばんで媒染した絹糸を?.~フル炉で
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図一10 希釈倍率の異なる紫恨メチノレアノレコー Jレ抽出液の濃度と吸光度との関係
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図ー1 希釈倍率の異はる紫根エチルアルコール他出液の濃度と吸光度との関係
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図一14 希釈倍率の異なる紫板エチノレセロソノレブ拍:1::液の濃度と吸光度との関係
表 l 各階溶剤lによる紫恨からの色素他出M
(抽出条件) 紫恨 5g/ 100m2溶剤l
温度:20"C 
時間・ 24時間
???????
??
???
〆町、
m<J 
走1000
斉lJ、.，
i容 淘IJ 1色素抽出量 (119/R-) 
メチルアルコール 1 570 
ト一一
エチルアルコール 1 6 1 0 
トーー一
7'ロピノレア Jレコ -)レ 1 4 4 0 
一メチノレセロソ Jレブ 2 0 5 0 
エチ Jレセロソ Jレプ 183 0 
ク ロロホ Jレム 2 2 1 0 
。
6 12 18 24 36 
抽出時間(時間)
(抽出条件) 5 9ハ00mL溶剤 200C 
図-15 til出時間と紫根の色素:fi1との関係
4b 
卜分にj火化 (600C t¥U与問)し 6NHCli夜で溶解したの
ち.I:.i己と同織にl点(-吸光度をiJIJ定して検jlt線から繊維 iリjばんの滋度によってアルミニウム付朽!誌は裂なるか，
Igあたりのアルミニウム付着誌を求めると.図 ・17に いずれの濃度においても処即日寺悶120分間以仁でほぼー
示すように.媒染剤液中のアルミニウ ム濃度と紛糸への 定のH.g!Jlを/fcすことが認められる。
アルミニウムの付着l忌との聞には直線的な比例関係をもっ 一方定濃度に調整した紫恨色系水約液にカリウム
て地加することが45められる。 明Itん/J<i符j夜を騒々の濃度で添加すると.色相は;}j，色か
また0.5%およひ 1%のカリウム明はん水溶液を用い. ら紫色に変化し.口J視部吸収スペクトルの特性波長幽線
煤染の処照時間が絹糸へのアルミニウム付着母におよlま では凶 ・ 19に示すよ うに，紫根色~水1'<;液特釘の493nm
す影響についてみると.凶 ・18に示すように、カリウム の阪大吸収校長が消失し.新たlこ600nm付近に経大吸収
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カリウム明ばんICよるアルミニウムの濃度
と原子吸光度との関係
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図-19
口
波長を示す。またカリウム明ばんの添加f立を増すと， 52 
3nm， 565nmおよび600nmの極大吸収波長では吸光度
が増し発色が促進される。
また媒染剤として塩化アルミニウム，酢駁ニッケル，
スズ酸ナ トリウ ム，塩化カルシウム，酢酸ストロンチウ
ムおよび酢酸コバルトなどの6障の金属塩を用い， ヒ記
と|言l機，一定濃度に調製した紫根色紫水溶液に種々の媒
染斉IJを添加して，色素検{本の可視部吸収スペクトルの特
????? 、
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媒染剤の種頒が紫綬色素俗液の可視部吸収
スベクトノレの特性波長曲線におよほす影響(I ) 
決浴中の色素濃度と酢般の添加が絹繊維の
染L-鼠におよlます影響
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1時間
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媒染剤の額免目か紫根色素溶液の可視部以収
スペクトノレの特性波長曲線lζおよiます影響([ ) 
C : 502， 533， 576mm 
#.i!主lえ曲線の変化についてみると，凶 ・20，21に示すよ
うに 1 紫色系に色札|を変化させる塩化アルミニウムでは
502nm， 536nrn. 578nmlこ.JJ色系に変化させる俳酸ニッ
ケルでは568rnm.608mmに，スズ駿ナトリウムでは582
nm，620nrnに。 H自1;色系に変化させる出化カルシウムで
は533nm.567nm. 606nmlC.酢酸ストロンチウムでは
531nm .572nmIC.酢酸コパノレトでは522nm.624nm にそ
れぞれ傾大吸収波長を示し守紫恨色系水荷予液特有の特性
波長1白線が後雑lこ変化することが認められる。
紫根色素による絹繊維の染色について
まず染浴中の紫恨色ぷ濃度か絹繊維の染おむtにおよlま
す影響についてみると， 1文I• 22に示すように 3%0.w.f. 
の酢酸を助剤と して用いた場合には助剤無添加の場合に
比し .1合¥l、染;I'llltを示すが，いずれの場合でも染浴中の
色素濃度と染必ほとの聞には直線的な比例関係をもって
地大することか認、められる。
また色素濃度をさらにIFIし，その染者以におよほす影
響についてみると， I文1.23に示すように.900mg/E濃
度付近で最高の染析はを示し町それ以上の濃度では染者
世が著しく低下する。このような現象は色ぷ滋度の附加
とともに染浴中のI先制!立が附加するため紫似色系の絹繊
維に対する染者を低下させることに基闘する。
つぎに染色iIJr変ならびに染浴pJIが絹繊維への紫板色
素の染色性におよほす影響についてみると。凶.2~ に示
A : 493. 523. 565剛
B : 502. 536. 578醐
660 
波
k草染~JA ・無
B:績化アルミニウム
C:カリウム明ばん
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長 (mm)
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(染色条件)浴比 1: 50 60.C 1時間
図-23 染浴中の色素滋度が絹繊維の染着量におよ
ぽす影僻
すように，染色温度が高くなるにつれて，また染浴中の
酢酸濃度が増すにつれて染着が増大し，40-60.Cの染色
温度では 1%0. w. fの酢酸濃度 (pH3.6)以上で最も高
い染者を示し， I孟ぼ一定の{直に達するが，20.Cの染色温 染
度では3%0. w. f以上の酢酸濃度 (pH3.3-3. 4)でほ 省
ぼ一定の染着を示す。
また染色温度ならびに染色時間が絹繊維への紫根色素
の染色性におよぼす影響についてみると.図 ・25に示す
ように， 60"Cの染色温度では30分間の染色で高い染者を
示し，ほほ一定の値に達する。しかし， 20.Cの染色温度
では60.Cの染色に比し.低い染着を示すが，染色時聞を
増すと徐々に染色性を増すことも認められる。
以上のように紫綬色索による絹繊維の染色においては
酢酸を添加した敵性染浴 (pH3 -4)では酸性染料に
近い染色挙動を示し.著しく高い染者室が得られるが，
通常の染色ではpH無調態の抽出液がそのまま使用され
るため染浴のpHが絹たん白質の等電点(約pH5)付近
になり，染色性が低下するため多くの反復操作をともな
う染色工程が余儀なくされているものと思われる。
総 括
染
程
。
3 
酢酸濃度(勿 0，w，f) 
温度 ・:20.C⑩: 40.C 0 : 60.C 
(緑色条件)浴比1: 50 1 時間
図-24 染色中の酢酸灘度と染色混度が絹繊維の染
色性iとおよぼす影響
5 
。
30 60 90 120 
染色時間(分)
温度・ :20.C 0 : 60.C 
(染色条件)酢酸3%0， w，f硲比1: 50 
図-25 染色時間と温度が絹繊維の染色性におよほ
す影響
2千数百種にも及ぶが，現在では約60種の色素が使用さ
れている。紫綬は紫草の根の外皮で，日本.中国などで
は山野に自生する多年生植物の貴重な紫色の天然染料と
して.また漢方製剤lの原料として古くから使用されてき
天然染料として古くから使用されてきた色素の種頬は た。紫根の色素はナフトキノン誘導体の媒染染料で.媒
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染剤によって将々の色(紫色.#紫色.紫黒色.褐色な
ど)かf!}られる。紫色は尚貨を象徴する色としてi1族や
r~:jl'民'なとの絞r0it立の服色に用いられた。
そこで本研究では化学染料に頬をみない気品のある活
必:きと深みのある紫似特イ'jの美しい色調や紫似染めの尚
い昭ろう性lこdElし.紫根色素の性状や紫恨色ぷによる
紹繊維のI正本的な染色条件やアルミニウム媒染をはじめ
?科事合同胞による媒染や紫似染め特何のが:il、昭ろうt'1な
どについてj占礎的研究を試みた。
1 )濃度の異なる紫綬色系他出液の紫外部な らびに口]規
部吸収スペクトルの特性校長曲線と概大吸収波長に
おける色ぷ濃度と吸光度との関係についてみると，
271nm. ~27nm ， 493nm. 523nmおよび565nm付近
に阪大吸収校長を示し，色素濃度と吸光度との聞には
それそれ11線的な比例関係を示すことが認められる。
2 )行間金同組を媒染剤として用いた紫綬色J信組l出液の
nJ捜部吸収スベクトルの特性被長曲線についてみる
と，アルミニウム埼では502nm.533nm. 576nmに.
スズIUでは582nm.620nmに，コバルト tiJでは522
nm， 624nmに，ニッケル出で=は568nm，608nmに.
ストロンチウム凡iでは531nm，572nmに、またカル
シウム~\では533nm ， 567nm， 606nmにそれぞれ縦
六吸収波u:を示 し，色相に大きな変化が認められる。
3 )イi機能斉1による紫似からの色素他山位についてみる
と守クロロホルム>メチルセルソルプ>エチルセルソ
ルブJエチルアルコール> ブチルアルコール> プロ
ビルアルコールの順に色素他出拾が低下するが.紛繊
維に対する染色性及び堅ろう件:などを~'k援し.本実験
ではエチルアルコールを使用した。
4)カリウム明ばん(紫絞染めの煤染剤として市くから
用いられてきた錦織木の灰汁の打点分)を媒染剤!と
する紺の紫恨染めにおいては染浴のpHが紛たんi'1:1'l
の等il点 (pH5付近)以下のpll3 - ~でJ干しく fJi
い染者を示すことが認められ，また染色i:;'U:Q40-6ぴC，
染色1年間30分間以kでほぼ一定の尚L、染1"IGlを示す。
5 )カ リウム明ばんでがl媒染した絹繊維のアルミニウム
十tflJlについてみると.媒染液中のアルミニウムiQl.立
と来日繊維へのアルミニウム付着ほとの聞には同線的
な比例関係をもって地加することが認められ.またい
ずれの濃度においても媒染a.~1 1l1120分間以上でほぼ一
定の付行祉を示すことが認められる。
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Summary 
The coloring matters used as natural dyes for a long time varies greatly up to two thou鎗 ndand several hundred 
species. At present， coloring matter of about sixty species are stil being used. Lithospermum root， an outer shell of 
the root of Lithospermum officinale L.， a perennial plant which grows wild in Japan and China， has been used， from 
old times， as a valuable natural dye of purple color and a raw material of herb pharmaceuticals from old times. The 
coloring matter of a Lithospermum root is a mordant dye derived from a naphthaquinon. A variety of colors， purple， 
reddish purple， purplish black， brown， etc.， can be achieved by using different mordants. The purple color has been 
used as a color of growns of the highcst rank such as those of nobles and bishops， symbolyzing a nobility. 
The authors have been interestcd in the rcfined color harmony which can not be found in the chemical dyes， and 
deep mellow color tone peculiar to the Lithospermum root as well as the high colorfastness of fabrics dyed with Litho. 
spermum root. A basic study havc been madc to investigate the performance of Lithospermum root and fundamental 
dycing condition of silk fibers with the coloring matters of Lithospermum root together with the high colorfastness 
of fabrics dyed with Lithospermum root. 
1) The solution of different concentration of the coloring matter extracted from Lithospermum root has been examined 
as follows: The specific wave length of ultraviolet and visible absorption spectrum， and the relation between the 
concentrallon of the coloring matter and absorbance at the maximum absorption wave length have been investigated. 
The maximum absorption wave length is found near 271， 427， 493， 523 and 565 nm. The relation between the 
concentration of coloring matter and absorbance shows the linear proportion 
(13) 
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2)ηle specific wave length of the ultraviolet absorption spectrum of the solution of coloring matter extracted from 
Lithospermum root by using a variety of metallic salts as a mordant has shown that the maxirnum absorption wave 
length has been found at 502， 533 and 576 nm for aluminium salt， at582 and 620 nm for tin salt， at522 and 624 
nrn for cobalt salt， at 568 and 608 nm for nickel salt， at531 and 572 nm for strontium salt and at 533， 567 and 
606 nrn for calcium salt. The color tone of the solution shows a remarkable change at the above wave length. 
3) The decreasing order of the amount of coloring matter extracted Lithospermum root by using organic chemicals 
is: chloroform > methyl celsolub > ethyl c巴lsolub> ethyl alcohol > methyl alcohol > propylalcohol 百leamount of 
extracted coloring matter decreases according to the above order. Considering the dyeability and colorfastness of silk 
fiber， the ethyl alcohol is used in this experirnent. 
4) In the silk dyeing with Lithospermum root by using the potassium alum (main element of ash solution of Symplocos 
Chinensic Druce Var.， which has been used for a long tirne as a mordant for Lithosperumum root dyeing)， a remark-
able high dye affinity is recognized at pH 3 -4 of dyeing bath， i.e.， les than pH 5 of the isoelectric point of silk 
protein. Almost constant high dye uptake is maintained at 40 -60.C in temperature and for more than 30 minutes 
in dyeing time. 
5) The amount of aluminium deposited on si1k fibers finished with pre-mordanting by using a potassium alum has also 
been investigated. The linear proportional relationship has been found between aluminium concentration in the 
mordant solution and the amount of aluminium deposited on silk fibers. Regardless of the concentration of the 
solution， almost constant amount of aluminium deposited on silk fibers is recognized for more than 120 minutes 
in mordanting time. 
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